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事 業 報 告 用

令和 6年度/2025年度
事 業 報 告 書

2024年 8月 1日 から 2025年 7月 31日 まで
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1 事業の成果
<競技事業>
・:豊.世量主 :

審判員派遣事業としては国内各大会と日本代表チーム (男子
口女子・育成)の強化トレーニングマ

ッチ、クラブチームの親善試合、エキシビションマッチ等に審判派遣を行った。また、2025年 5月

に開催された IttA Men's Blind Football Elite cupおょび WOmen's World Grand Prixに 6人

の審判を派遣し、各試合における審判としての役割以外にも大会運営において重要な役割を担つた。

それぞれの国際大会で新たに適用された競技規則の運用や解釈の変更などをタイムリーに国内の審

判員に共有することで、日本国内の試合でも国際的な基準を保つ事ができている。講習会事業とし

て審判員資格更新講習会、国際大会振り返り講習会、 トレーニングセッション等を実施した。また

新規審判員講習会を 2024年 8月に静岡、2025年 1月 に東京で開催し、併せて 8名が新規に審判員

資格を取得。年度末の審判員数は 49名 となつた。

・代表チーム事業 :

男子代表チームは、2024年 9月 に開催されたパリパラリンピックでメダル獲得を目指して戦つた

ものの、日標には届かず 8位 という結果となつた。

大会後の振り返りでは、パラリンピックに向けたプロセス全体は高く評価された一方で、「大舞台で

のパフオーマンス発揮」という観点において課題が残る結果となつた。

これらの学びを踏まえ、2025年 1月 より新体制をスタートさせた。強化の軸は維持しつつも、より

選手の主体性・自律性を重視した取り組みへと進化している。コーチングスタッフにも新たな変化

を加え、体制を刷新。また、若手選手の積極的な登用により、中長期的な視点で強化を進める環境を

整備 している。

2025年 5月に開催された、世界ランキング上位 8チームが出場する新設大会「エリートカップ」で

は、パリ大会で対戦した強豪国と再び相まみえ、見事準優勝を果たした。その後の海外遠征や国際

親善試合でも順調に成果を積み重ねている。

この背景には、週5日ペース (週末の 1泊 2日合宿+平日3日のトレーニング)での継続的な強化

活動に加え、大会時の客観的データの収集と分析の徹底がある。また、選手自身の主体性・自律性を

高めるために、短期・中期目標の言語化やキヤリア教育にも力を入れている。さらに、コーチ陣の指



導力向上を目的としたコーチング講習会を実施し、複合的なアプローチによってチーム課題を一つ

ひとつ解決するプロセスが確立されつつある。

女子代表チームは、2025年 5月 に開催されたワール ドグランプリにおいて、2023年世界選手権で敗

れたアルゼンチンを破り、見事優勝を果たした。その後も世界ランキング 1位の座を維持し続けて

おり、現在は 2025年世界選手権に向けてさらなる強化を進めている。

ロービジョンフットサル (LVF)代表チームは、2025年 11月 に開催予定の世界選手権でのメダル獲

得を目指し、順調に強化を進めている。2025年 1月時点の世界ランキングは5位であり、着実に成

果を重ねている。

・萱丞豊螢妻

キッズトレーニングは関東5回実施、関西 6回、広島4回、北海道 1回、沖縄 1回と開催都市を

増やし開催し、合計 81名の児童が参加した。キッズキャンプは2025年 3月 にSantenブラサカキ

ッズキャンプ2025in西 日本を実施し15名の児童が参加した。東日本会場は昨今の猛暑を考慮し、

2025年 9月 にブラックロツク・ブラサカキツズキャンプを開催することとなつた。

各事業に新規参加者も見られ、キッズキャンプ
ロキッズトレーニング共に参加児童の人数は順調に

増えており、さらなるトレーニング環境の充実を図る。

・育成事業 :

男子は トレセン合宿とジュニアの取り組みを行い、若年層の育成の取り組みを行つた。2024パ リ

パラリンピック終えて、育成年代のアメリカ遠征を実施し、その後男子強化して選手に新たに 3名

の選出される。

女子選手の発掘の取り組みも実施 し、女子の育成チームの活動を行う。

指導者養成プログラムではB級を16名、C級を44名 養成し、広島、大阪、鹿児島、新潟、北海道

で初の指導者講習会の実施を実現することが出来た。

サポー トチームでは、MBPでの講習会の実施し、クラブチームの競技力の向上にも寄与できたと感

じている。

<国 内大会事業>

本年度においては第 22回アクサ ブレイブカップ ブラインドサッカー日本選手権、第 19回 ロービ

ジョンフットサル日本選手権、LIm.12024、 地域 リーグ 2024、 地域 リーグ 2025を 開催 した。

<国際大会事業>

本年度においては昨年度から引き続きグランフロント大阪でダイセル プラインドサッカーウイー



ク inう めきたを25年 5月に開催をした。男子、女子 4カ 国ずつ計 8カ 国が参加をした。スポーツ

施設ではなく商業施設での開催で多くの方にブラインドサッカーに触れてもらつた。

<ダイバーシティ事業>

体験事業の需要が多く、体験型ダイバーシティ教育プロラム『スポ育』に関しても、のべ 20万人以

上の生徒に体験 していただき、全国規模で広がりを見せ始めている。

企業向けの研修事業も順調に実施ができ、企業・教育現場の双方で、プラインドサッカーを通じた

学びの価値が広く認知されつつあり、互いを理解し、協働する力を育むダイバーシティ教育の一環

として、社会に浸透 し始めている。

<障害福祉サービス事業>
2022年より、混ざり合う社会の実現に向けて、同行援護事業を本格稼働。福祉サービス業界の課題

である利用者と同行援護従業者とのマッチング率の低さ解消に向けたスマホアプリを開発し、視覚

障がい者全般へのサービス普及を目指している。25年 7月 末現在、利用登録者数 80名 .サービスの

担い手となる同行援護従業者の人出不足と高齢化という業界の課題解消に向けて、同行援護従業者

養成研修を行つており、年間で 46名が研修を受講。さらに、視覚障がい者が抱える悩みや課題に対

する相談窓口として、おたすけ電話相談事業を継続 して展開している。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【330,222】 千円 )

疋秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

支盃
対象者
人数

事業費
(千円)

競技事業

ブラインドサッカーの
強化ならびに競技実施
に関わる各事業 (普及育
成、審判、医事)

通年

東京都、千葉

県、埼玉県、茨

城県、山梨県、

大阪府、兵庫県

を中心 とした

全国各地

70

全国のブ

ラインド

サッカー

競技者・

指導者・

審判員、

キッズ事

業に参加

する視覚

障がい児

750 108,780

大会事業

ブラインドサッカー、ロ
ービジョンフッ トサル
の各種大会運営

通年

北海道、千葉、

埼玉、東京、静

岡、長野、石川、

大阪、兵庫、広

島、島根、山口

30

全国のク

ラブチー

ム登録者

(35チ
ーム)

757 172,490



ダイバーシテ
ィ事業

主と
える
ライ

して健常者 (
方)を対象と
ン ドサッカ

目が見
したブ
ーの普

及活動

通年

首都圏、地方主

要都市が中心、

その他 日本全

国

15

スポ育実

施を希望

す る 学

校、研修・

各種イベ

ントを希

望する企

業および

そのサー

ビスを受

ける不特

定多数の

市民

32 000
36 925

障害福祉サー
ビス事業 曇凩鼈誦辱の響躯

曇
=月に

通年

一部三県を中

心とした全国

各地

94

サービス

を受ける

視覚障が

い者およ

び研修受

講生

80 12,027

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)
載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

な し



書式第 13号 (法第 28条関係)

売上原価
業務委託費

事 業 報 告 用

令和 6年度 活動計算書  (その他事業がない場合)
自 令和6年 8月 1日  至 令和7年 7月 31日

特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

2

金  額 小計・ 合計科 目

210,000
210,000

13.041,666

13,041=666

90,092,138
25,613,798

115,705,936

1,602,291

157,869,072
54,869,091
8,761,601
201.610,902

424,712,957

受取国庫助成金

2

3

4

5
ン レ ジ ン

受取利息

受取配当金

為替差益

競技事業収益
大会事業収益
ダイバーシティ事業収益
障害福祉サービス事業収益

312,527
63,988
600
0

247,939
553.983.081

羽「 経 常 費 用

64,151,102
50,816,331

2,604,740
3,172,158
7,192,443
365,430

266,039,363

330.190.465

121,671,831
5,180,108
288,930
138,896

50,944,595
6,205,184
13,003,996
16,687,733

６

０

４

０

９

４

４

０

３

３

６

０

９

０

８

２

４

０

１

６

7,007,525
3,120,000
8,975,387
34,815
3,745,302

業務委託費
広告宣伝費
交際費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
謝礼金
消耗品費
印刷費
修繕費
水道光熱費
諸会費
支払手数料
会場費
保険料
支払報酬料
寄付金
教育研修費
減価償却費
地代家賃
賃借料
租税公課
支払大会参加費

給料手当
残業手当
賞与
法定福利費

1理百
77,924,119

11,770,000
48,424,513
2,566,385

て 下 天 爾

「

役員報翻
給料手当
残業手当
贅与
法定福利費
福利厚生費

II I]



広告宣伝費
交際費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
謝礼金
消耗品費
印刷費
水道光熱費
諸会費
支払手数料
リース料
会場費
保険料
支払報酬料
寄付金
教育研修費
減価償却費
地代家賃
賃借料
租税公課
支払利息
為替差損
雑損失

209,132
3,727,500
306,600
10,414,430
627,

24,

7,

-577 848

A

〕】 1隆  1語

常 外 収 益

】

「

~藤~¬

「

可

雷 外 口 拝

期 経 営 タ、 贈
~頭~百 ~【

c】 ― D ・
 
・
 
・ (21)

ヨ 
“

)・+(2) ・ ・ ・正  l

F'



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 貸借対照表
令和7年 7月 31日 現在

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ブラインドサッカー協会

小 計 ・ 合 計金  額

産  の

232,862,116
195,694,730
22,790,877
2,350,146
3,635,346
680,419
1,119,003
4,246,873
2,344,722

現金預金
売掛金

商品
貯蔵品
立替金
未収金
前払費用
前払金

232.862.11

28,142,728
2,061,117
945,265
14,825,112
10,311,234

(1)有形固定責産
建物
建物付属設備
工具器具備品
構築物

60,621
60,621

(2)無形固定資産
商標権

5,773,875(3)投資その他の資産
出資金
差入保証金
長期前払費用

33_977_224

【′

2

266,839,340【A】 資 産 合 計 ①十②

】 負  侵  ( )部

156,424,9951

11,076,000
29,713,639
70,000
7,196,400
35,671,488
72,697,468

一年以内返済長期借入金

未払金

未払法人税等
未払消費税等
前受金
前受収林

156.424.9

54,670,179

54,612,000
58,179

長期借入金
長期前受収益

54.670,17
211,095,174

産 の 部
-577,848こ財産額
56.322,014:増減額

55.744.166

266,839,340【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 十 【B-2】



16 28

令和 6年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準
協議会)によつています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法によつています。
(2)固定資産の減価償却の方法
。有形固定資産
法人税の規定に基づいて定率法(建物および建物付属設備については定額法)で償却をしています。
・無形固定資産

法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。
(3)外貨建取引の換算基準
外貨建て取引は、当該発生取引時の為替相場による円換算額によつて記帳しています。

また、外貨建金銭債権債務については、期末時の為替相場による円換算額で評価しております。

決算時における換算によって生じた換算差額は、当期の為替差損益として処理しております。

(4)消費税等の会計処理
消費税の会計処理は税抜経理処理によっています。

2.事 業別損益の状況

1,受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
役員報酬
給料手当
残業手当

賞与
法定福利費
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
売上原価
業務委託費
広告宣伝費
交際費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
謝礼金
消耗品費
印刷費
修繕費
水道光熱費
諸会費
支払手数料
リース料
会場費
保険料
支払報酬料
寄付金
教育研修費
減価償却費
地代家賃
賃借料
租税公課
支払大会参加費
支払利息

12,755,814

19,145

122,866

819

42,099,971

581,645

9,813,245

7,147,985

21,900

424,333

570,000

313,428

0

2,213,702

205,644

90,000

13,638

2,680,737

1,140,000

5,277,287

2,515

1,437,634

0

0

93,152,052

5,160,963

153,5

5,802,

15,241,405

0

12,528

130,849

2,844,817

445,182

1,312,1

420,461

0

84,468

0

0

0

90,009

850,000

135,000

7,300

0

0

0

522,560

197,052

146,066

157,173

17,068

0

21

0

9,273

0

0

652,213

210,025

0

121,671,831

5,180,108

50,944,595

6,205,184

13,003,996

16,687,733
-29,366

911,900

621,094

1,241,

0

23,075,424

498,144

1,050,000

652,213

223,663

7,007,525

3,120,000

8,975,387

3,745,302

0

3,068,

46,031,392

2,742,312

292,943

74,343

4,552,451

4,921,826

660,335

3,

561

0

345,823

100,000

2,971,850

343,200

101,492

454,1

2,

26,

180,000

209,132

3,727,500

306,600

10,414,430

0

627,222

3,068,797

167,703,223

7,922,420

581,873

2

55,497,046

11,127,010

13,664,331

20,438,190

532,524

911

966,917

5,032,291

1,721,474

9,102,219
-29,366

890,000

90,431

220

928,561

20,

292,

960,000

0

0

4,326,788

910,000

3,563,100

25,000

4,213,8391

343.2001

23,176,9161

952,2881

3,990,250

678,738

403,663

7,216,657

6,847,500

9,281,987

10,449,245

3,745,302

627,222

管理部門 合計大会事業 夕・イハ'―シティ:事業
障害者の総合支援法

に基づく障害福祉

サービス事業
事業部門計科 目 競技事業

210,000

13,041,666

115,705,936

424,712,957

312,527

0

30,000

77,805,957

223,020,519

230,674

210,000

13,011,666

37,899,979

201,692,438

81,8533.40

0

30,000

56,579,085

1,602,291

0

0

21,145,336

157,869,072

227,273

0

0

0

54,869,091

0

252,895,936 553,983,08654,869,091 8,761,601 301,087,15058,214,777 179,241,681

11,770,000

48,424,513

2,566,385

5,423,803

9,456,798

282.620

11,770,000

99,240,844

5,171,125

8,595,961

16,649,241

648,050

0

12,616,306

388,589

703,783

1,641,947

0

0

8,810,023

347,980

56,400

645,857

0

0

50,816,331

2,604,740

3,172,158

7,192,443

365,430

0

16,004,918

1,342,659

1,365,869

2,769,210

365,430

0

13,385,084

525,512

1,046,106

2,135,429

0

142,075,22164,151,102 77,924,11917,092,131 15,350,625 9,860,26021,848,086

2,307



為替差損
雑損失
前期損益修正損
その他経費計
経常費用計

0

7,369

0

24,115

7,369

24,115

7,369

（５

当期経

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳は以下の通りです。
当法人の正味財産は55,744,166円ですが、そのうち使途が制約された財産はありません。

4.固 定資産の増減内訳

5.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項
。事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、法定福利費及び水道光熱費、地代家賃については従事割合に

基づき按分しています。

り^

７

・

355.515.85186.932.308 155.397.755 21.574,1231    2,166,661 266,070,847 89,445,004

36.924,7481   12,026,921 330,221,949 167,369,123 497,591,072108,780,394 172,489,886

56.392.014-50.565.617 6,751,795 17,944,3431   -3,265,320 -29,134,799 85,526,813

当期減少額 期末残高 備 考期首残高

37,645,000

27,790,235

15,263,000

8,000,000

11,650,434

6,335,336

425,531

1,054,646

320,600

200,000

129,618

1,000,000

4,400,000

1,160,000

250,000

81,536

37.645,0001

27,790,2351

15,263,0001

8,000,000

11,650,434

6,335,336

425,531

1,054,646

320,600

200,000

129,618

1,000,000

4,400,000

1,160,000

250,000

81,536

115,705,936 115,705,936

当期未使用で返還義務のある31,423,550円

は、前受金として負債に計上しています。JSC組織基盤強化支援事業
JSCスポーツ振興くじ助成金

JSCスポーツ振興基金助成金
ハ°ラリンピック競技団体運営支援助成金

日本パラスポーツ協会助成金

J―STAR助成金
指導者講習会助成金
パラスタッフ助成金
スリート座学講習会助成金

クロストレーニング柔道助成金

広島スポーツ文化財団助成金
G7奨学財団助成金
ゴールドウィン助成金
千葉県障がい者スホ

°ヽ

合計

期末帳簿価額減 少 減価償却累計額取得科 日

2,434,384

1,901,204

78,060,006

11,564,000

373,267

955,939

63,234,874

1,252,766

2,061,117

945,265

14,825,132

10,311,234

2,434,384

1,901,204

78,060,006

11,564,000

建物
建物付属設備
工具器具備品

0

60,621

4,234,716

330,660

4,234,716

270,039
4,234,716

330,660

ソフトウェア
固

3,000,000

2,250,000

523,875

20,000

313,500

3,000,000

2,250,000

523,875

3,020,000

2,250,000

837,375

出資金

差入保証金
用

その の

33,977,244333,500 104,298,845 70,321,601104,632,345合計

期首残高 当期借入 1 当期返済科 目
11,076,000

54.612.000

1152000:| 11,076,000

11,520,000

10,632,000

66,132,000

65,688,00076,764,000 11,520,0001 22,596,000

三二年以内返済長期借入金

長期借入金

合計

内、役員との

取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

科 目

計算書類に

計上された

金額

210,000

201,610,902

105,000

1,111,516

323.492,733 105,000 1,111,516

(活動計算書)
正会員受取会費
ファンドレイシ

°
ンク'等事業収益

活動計算書計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 6年度 財産目録
令和7年 7月 31日現在

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ブラインドサッカー協会

′1ヽ    1+ 合   計金  額

産 の 部
[iiiililili]i:‐

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

184,815
15,050,363
11,436,439

6,243,444
43,410,796
107,270,630
33,967
6,681,029
4,416,451
328,046
638,750

22,790,877

2,350,146
3,635,346

680,419

960,570
158,433

3,211,915
1,034,958

1,395,519
949.203

手許現金
三菱東京叩J銀行大久保支店 5口 座
三井住友銀行新宿西口支店
PayPay銀行ビジネス営業部 2口 座
楽天銀行第一営業支店 7口 座
楽天銀行第二営業支店 8口 座
楽天銀行第二営業支店 1口座
楽天銀行第四営業支店 2口座
りそな銀行上野支店
ゆうちょ銀行

世界選手権エン トリーフィー デポジット

現金預金

シ
゛

フ

1

口

(株)ク リアソン ハ
°―け―協賛金

そ の

商品 サッカーホ―゙ル等

PayPal Pte. Ltd(ス ホ
°
ンサー収入)

その他3件

現  金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
普通預金
通常貯金

ちょ銀行

面雇否T~丁丁.①
面面

「

~~

2,061,117

945,265

4,412,411
308,058
9,902,099
107,079
69,215
26,250

10,311,234

移動式観客席 5セ ット
LEDヒ
゛
シ
゛
ョン、 LEDフェンス  6点

サイト
゛
フェンス  4セット他

試合用ゴール 3セ ット
製氷機

人工芝

面下 有形固定資産
建物

60,621

(2)無形固定百西
~~~

商標権
ブラインドサッカー

3,000,000

2,250,000

523,875

てめ
~回
爾面荘 司爾

「
出資金
(―財)IBFF
差入保証金
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~―

事務所更新料他
33_977_22`ヨ責産合計 ②

2

266,839,340【A】 資 産 合 計 ①+②



「

~I~覆 ~の~部

:島饉]日

一年以内返済長期借入金
りそな銀行 上野支店
日本政策金融公庫立川支店
男馬lF:Z暦:~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~  ~

新霧軒凶盤錘⊥―――――一
轟 辞

饉 塑

―

一 ― ―
一 ― 一

―

_」鐘菫笙型型堕___________________
前受金
(公財)日本財団パラスポーツサポートセンター 2025年度パラサポ勁成全他

前受収益
参天製薬 (株)他 次期分

6,000,000
5,076,000

29,713,639

70,000

7.196.400

35,671,488

72.697.468

面硬否T~丁丁丁び

長期借入金

りそな銀行 上野支店
日本政策金融公庫 立川支店
長期前受収益

36,000,000
18,612,000

58,179
54_670_179

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 211,095,174

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】 55,744,166



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2025年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は層所並び

にこれからの者についての前事業年度における報日の有無を■載した名簿)

特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

′ 以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )′

2 役員一覧

役 名
(フ リガナ) 前事業年度内

の就任期間
報酬を受けた期間
(僚当者のみに記入)

氏  名

理事
カネコヒサコ 2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日

2024年 10月 1日 ～

2025年 7月 31日金子 久子

理事

ホシカリョウジ 2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日星カロ 良司

理事

ムラマツクニコ 2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日村松 邦子

４

ム 理事

マツザキエイゴ 2024年 8月 1日 ～

202口手7月 31日

2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日松崎 英吾

理事
ヤマザキダイスケ 2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日山崎 大祐

′
０ 理事

=!t;) VltV 2024年 8月 1日 ～

2025年 7月 31日西原 茂

理事
=t7v- \ = 2024年 10月 1日 ～

2025年 7月 31日小山 恵美子

理事
タカギ トモコ 2024年 10月 1日 ～

2025年 7月 31日高木 友子

Ｏ

υ 監事
イマイヤスヒロ 2024年 8月 1日 ～

2025`午 7月 31日今井 泰弘

ｎ

Ｖ 監事

+, a-<+l- 2024年.8月 1日 ～

2025年 7月 31日望戸 真砂江



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

2025年 7月 31日 現在

特定非営利活動法人 日本ブラインドサッカー協会

氏   名

■
■ 金子 久子

つ
こ
星カロ 良司

『
ｊ 村松 邦子

4 松崎 英吾

Ｆ
Ｄ 山崎 大祐

′
０ 西原 茂

フ

′ 小山 恵美子  

６
０ 高木 友子

Ｑ
ノ 今井 泰弘

10 望戸 真砂江




